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落
の
活
性
化
の
方
策
を
、
農
業
・
漁
業
・
商
工
観
光
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違
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を
越
え
て
共
に
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越
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ビ
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検
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協
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積
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リ
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ビ
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ョ
ン
検
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考
え
る
勉
強
会
」」
が
１
月

が
１
月
3030
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
協
議
会

日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
協
議
会

の
構
成
団
体
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ほ
か
、
国
・
道
の
漁
港
行
政
幹
部
職
員
、

の
構
成
団
体
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ほ
か
、
国
・
道
の
漁
港
行
政
幹
部
職
員
、

報
道
機
関
な
ど
約

報
道
機
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約
4040
人
が
参
加
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し
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。

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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町
の
活
性
化
に
生
か
そ
う
！

　
　
町
の
活
性
化
に
生
か
そ
う
！

　

「
積
丹
町
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
活
力
の
低
下
が
加

速
し
、
漁
業
を
取
り
巻
く
情
勢
も
著

し
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
ん
な
厳
し

い
時
だ
か
ら
こ
そ
町ま

ち

が
一
つ
に
な

り
、
地
域
の
活
性
化
に
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
か
、
漁
港
と
い
う
地
域
資

源
を
こ
れ
か
ら
ど
う
生
か
し
て
い
く

か
、
官
民
連
携
し
て
考
え
て
い
く
こ

と
が
急
が
れ
る
。
」
と
松
井
町
長
が

開
会
の
挨
拶
で
訴
え
ま
し
た
。
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道
内
各
地
の
漁
村
地
域
に
先
駆
け

て
行
わ
れ
た
勉
強
会
で
は
、
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課
海
業
推
進

制
度
検
討
チ
ー
ム
の
北
川
俊
一
郎
災

害
査
定
官
か
ら
、
『
海
業
の
推
進
施

策
』
に
つ
い
て
の
講
演
が
、
岩
井
宏

文
氏
（
㈱
積
丹
ス
ピ
リ
ッ
ト
代
表
取

締
役
）
か
ら
は
『
民
間
事
業
者
視
点

か
ら
の
海
業
へ
の
提
案
』
に
つ
い
て

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
川
災
害
査
定
官
は
、
海
業
の
振

興
が
も
た
ら
す
水
産
業
へ
の
効
果
や

全
国
の
漁
港
の
活
用
取
組
事
例
の
ほ

か
、
魚
を
買
う
『
モ
ノ
消
費
』
か
ら

魚
を
使
っ
て
体
験
す
る
『
コ
ト
消
費
』

へ
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
水
産
物
の
消
費
傾
向
に

つ
い
て
紹
介
。

　

「
漁
港
は
漁
場
に
近
く
水
揚
げ
の

根
拠
地
の
た
め
、
鮮
度
の
高
い
水
産

物
や
漁
業
体
験
な
ど
水
産
物
の
『
コ

ト
消
費
』
の
場
と
し
て
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
漁
港
は
静
穏
な

水
域
と
事
業
用
地
が
確
保
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
漁
港
・
漁
村
地
域
の
に
ぎ

わ
い
を
展
開
す
る
上
で
最
適
だ
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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と
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く
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岩
井
氏
は
、
新
た
な
産
業
基
盤
と

し
て
、
ウ
ニ
殻
を
活
用
し
た
藻
場
造

成
や
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
、
ウ

ニ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
食
業
態
の
開

発
、
ウ
ニ
の
体
験
施
設
整
備
の
構
想

（
海
の
学
び
・
遊
び
の
空
間
）
に
つ
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港
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全
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勉
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会

～～ 
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港
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正
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活
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化
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い
て
提
言
。

　

「
も
と
も
と
漁
村
に
あ
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
ど
う
最
大
化
す
る
か
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
新
し
い
産

業
の
形
成
に
は
、
多
様
な
事
業
者
が

参
加
す
る
取
り
組
み
が
積
丹
ら
し
い

地
域
づ
く
り
の
形
。」
と
提
案
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
農
林
水
産
課
の
水
鳥
純

雄
水
産
業
技
術
指
導
員
は
、
ウ
ニ
殻

を
活
用
し
た
循
環
型
藻
場
造
成
『
積

丹
方
式
』
の
取
り
組
み
を
、
積
丹
し

お
か
ぜ
牧
場
を
運
営
す
る
㈱
流
山
の

宮
本
英
樹
代
表
取
締
役
は
、
ウ
ニ
殻

を
肥
料
に
し
た
養
殖
コ
ン
ブ
を
羊
に

給
餌
す
る
取
り
組
み
を
、
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
小
山
彩
由
里
隊
員

は
、
海
で
の
学
び
や
遊
び
を
体
験
す

る
海
森
学
校
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

事
例
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

国
や
道
の
漁
港
行
政
職
員
か
ら

は
、
「
積
丹
の
取
り
組
み
は
、
す
で

に
全
国
の
海
業
振
興
の
先
進
地
だ
。

今
後
の
取
り
組
み
も
応
援
し
た
い
。」

と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
美
国
漁
港
ほ
か
６
港（
８

地
区
）
の
高
度
な
活
用
に
向
け
て
、

町
内
の
基
幹
産
業
団
体
や
積
丹
応
援

団
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

水産庁漁港漁場整備部計画課

北川　俊一郎災害査定官

　

同
日
、
㈱
積
丹
ス
ピ

リ
ッ
ト
（
岩
井
宏
文
代

表
取
締
役
）
は
、
持
続

可
能
な
ウ
ニ
漁
業
の
振

興
に
取
り
組
む
町
内
の

若
手
漁
業
者
グ
ル
ー
プ

に
対
し
、
昨
年
末
ま
で

に
販
売
し
た
積
丹
ブ

ル
ー
ジ
ン
３
年
半
分

の
売
り
上
げ
の
一
部
、

73
万
９
，
４
０
０
円
を

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協

同
組
合
（
茂
木
隆
文
代

表
理
事
組
合
長
）
を
通

じ
て
寄
付
し
ま
し
た
。

積丹ブルー積丹ブルーのの資源豊かな海資源豊かな海を共に残したいを共に残したい
▶
岩
井
代
表
取
締
役
（
左
）
か
ら
目
録
を

　
受
け
取
る
白
濱
漁
協
専
務
理
事
（
右
）

海海
うみぎょううみぎょう

業業の振興の振興

””

””
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～町民の 「医療」 と 「健康」 を守る町立国保診療所～～町民の 「医療」 と 「健康」 を守る町立国保診療所～

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　“医療機器” ４台配備完了 “医療機器” ４台配備完了 ！！

　
令
和
５
年
度
医
療
機
器
整
備
事
業
計
画
に
よ
り
、
９
月
末
ま
で
に
、『
超

音
波
画
像
診
断
装
置
（
エ
コ
ー
検
査
機
）』
と
『
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
』

の
配
備
が
完
了
（
広
報
11
月
号
掲
載
）。
残
り
２
つ
の
医
療
機
器
も
配
備
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　　

血
液
等
検
査
装
置

　
こ
れ
ま
で
血
液
検
査
は
す
べ
て

町
外
の
検
査
会
社
に
依
頼
し
て
い

ま
し
た
が
、
検
査
装
置
を
導
入
し

た
こ
と
で
、
院
内
で
も
検
査
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
時
間
差
な
く

体
の
状
態
を
調
べ
ら
れ
ま
す
。

　
受
診
時
の
待
ち
時
間
が
長
く

な
っ
て
し
ま
う
の
が
難
点
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
ま
さ
に
体
調
不
良

の
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
場
で
薬

の
調
整
が
必
要
な
場
合
な
ど
に
は
、

院
内
で
も
血
液
検
査
を
行
え
る
の

は
大
き
な
利
点
に
な
り
ま
す
。

　
急
性
疾
患
や
糖
尿
病
患
者
を
診

る
う
え
で
は
必
須
と
い
え
る
装
置

▲上部消化管内視鏡（胃カメラ）と平田医師

～ もっと「簡単」「便利」  に～～ もっと「簡単」「便利」  に～

マイナンバーカードマイナンバーカードを を 
診療所診療所でもでも使ってみよう使ってみよう

上
部
消
化
管
内
視
鏡

（
胃
カ
メ
ラ
）

胃
カ
メ
ラ
は
細
長
い
ホ
ー
ス
状
の
機

械
で
、
先
端
に
付
く
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使

い
胃
の
中
を
観
察
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

胃
バ
リ
ウ
ム
で
発
見
で
き
な
い
よ
う
な
小

さ
い
病
変
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
当
院
に
導
入
し
た
胃
カ
メ
ラ
は
、
鼻
か

ら
挿
入
す
る
タ
イ
プ
で
す
。
検
査
前
に
は

鼻
に
麻
酔
を
か
け
、
内
視
鏡
に
潤
滑
ゼ

リ
ー
を
塗
り
、
滑
り
込
ま
せ
る
よ
う
に
挿

入
し
ま
す
。
鼻
が
ツ
ン
と
す
る
よ
う

な
軽
い
痛
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
喉
を
通
る
際
に
起
き
や
す
い

吐
き
気
は
、
口
か
ら
挿
入
す
る
タ
イ

プ
よ
り
も
か
な
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
検
査
中
は
お
話
し
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
し
、
検
査
時
間
も
10
分
間
程

度
で
す
。

　
胃
痛
や
胸
や
け
が
あ
る
方
、
黒
い

便
（
タ
ー
ル
便
）
が
出
た
こ
と
が
あ

る
方
、
喫
煙
習
慣
の
あ
る
方
な
ど

は
、
一
度
こ
の
検
査
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
ま
た
、
胃
が
ん
は
か
な
り
進
行
す

る
ま
で
症
状
が
出
ず
、
進
行
す
る
の

が
早
い
が
ん
で
す
。
胃
が
ん
の
早
期

発
見
の
た
め
に
は
１
～
２
年
ご
と
の

胃
カ
メ
ラ
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和５年度

第２弾

で
す
。

　
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、  

ご
遠
慮
な
く
診
療
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

患 者 数 の 状 況

①上部消化管内視鏡 （胃カメラ） 検査
　　　 Ｒ６．１月末日現在 ・ ・ ・ 　１７人

②外来患者数の推移

基準日 患者数 前年比

令和６．１月末 ４，５１３人 1,157 人

令和５．１月末 ３，３５６人 ▲ 154 人

令和４．１月末 ３，５１０人 ―
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